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れるのであろうか。

列星は隨い旋り、日月は遞いに らし、四時は代るがわる
御す。陰陽は大いに化し、風雨は博く施し、万物は各おの
其の和を得て以て生じ、各おの其の養を得て以て成る。其
の事を見わさずして其の功を見わす。夫れ是を之れ神と謂
う。皆其の以て成る所を知るも、其の無形を知ること莫し。
夫れ是れを之れ天功と謂う。唯だ聖人のみ天を知るを求め
ずと為す。（『荀子』天論篇）

　列星は北辰星の周囲を旋回し、太陽と月は交替で地上を
照らし、春夏秋冬は交替で四季の一つを主宰する。陰と陽
の気は万物を目まぐるしく変化させ、風や雨は広く地上に
行き渡り、万物はそれぞれに適した調和を獲得して発生し、
それぞれに養育の環境を得て成長する。（天はこのように、
恒常的な周期運動によって万物を生み出すのだが）決して
その仕組みを外に示すことはせず、目に見える結果だけを
外に現わす。これを天の神妙な働きという。だから人は、
誰もが天が生み出した結果を知ってはいるが、目に見えな
い天の働きを知ることはできないのだ。こうしたやり方を
天の仕事という。ただ聖人だけが、天の仕組みを知ろうと
はしないのだ。

　荀子は、天が万物を生み出す無形のメカニズムは、人知では
決して認識できないとする。だから聖人は、所詮人間の知恵で
は詮索できない天の仕組みに対して、それを知ろうとするよう
な無駄な努力はしないとも言う。天は変らぬ恒常性を維持しな
がら、文明社会が存続できるだけの富を充分に供給してくれる
のだから、天への対応さえ誤らなければそれで良いのであって、
天の仕組みを探求しようとする必要は全くないというのが、荀
子の主張である。これは、天に対する無限の信頼、天に対する
楽観主義を前提にした、天への無関心と言える。不可知の天に
知恵を働かせるべきではないとなれば、後はひたすら人間の領
域で人為的努力を行うべきだということになる。

天を大として之を思うは、物蓄えられて之を裁するに孰れ
ぞ。天に従いて之を頌うるは、天命を制して之を用うるに
孰れぞ。時を望みて之を待つは、時に応じて之を使うに孰
れぞ。物に因りて之を多くせんとするは、能を騁せて之を
化するに孰れぞ。物を思いて之勿きは、物を理めて之を失
うこと勿きに孰れぞ。物の生ずる所以を願うは、物の成る
所以を有つに孰れぞ。故に人を錯きて天を思わば、則ち万
物の情を失う。（『荀子』天論篇）

　天を偉大だとして（物資を恵んでくれるよう）思慕する
のと、物資が人間社会に備蓄されていて自由に裁量できる
のとどちらが優れているのか。天の為すがままに服従しな
がら天を褒めたたえるのと、天命の推移を計算してそれを
利用していくのとどちらが優れているのか。天の時が良い
方向に巡ってくるのを待ち続けるのと、その時々の状況に
対応してその状況を利用していくのとどちらが優れている
のか。物の在り方に因循しながら物資を増やそうとするの
と、人間の能力を発揮して物を利用可能な形に変化させて、
物資を増やしていくのとどちらが優れているのか。物資を
手に入れたいと願うだけで手に入れられないのと、物資を
管理して失わないようにするのとどちらが優れているの
か。物資が生み出される原因の天に（物資を恵んでくれる
よう）望むのと、物資が生成される方法を人間自らが保有
するのとどちらが優れているのか。だから人間のやるべき

ことを放棄して、天に福を祈ってるだけでは、万物の実情
を見失ってしまうことになるのだ。

　ここには、人為的努力の必要性が徹底した口調で語られてい
る。荀子は、「雩して雨ふるは何ぞや」（『荀子』天論篇）との
質問に対して、「何も無きなり。猶お雩せずして雨ふるがごとし」
とにべもなく突き放す。人が天に何を祈ろうと、何を願おうと、
それが天の恒常性に影響を与え、天が人間の祈りに応えること
は一切ない。
　したがって、人が手出しできない天の領域をあれこれ議論す
るのは、「無用の弁、不急の察」（『荀子』天論篇）であり、そ
んな無駄な知的好奇心は「棄てて治めざる」のが、人間として
の正しい在り方だと言う。そこで荀子は、「君子は其の己に在
る者を敬みて、其の天に在る者を慕わず。是を以て日に進むな
り。小人は其の己に在る者を錯きて、其の天に在る者を慕う。
是を以て日に退くなり」（『荀子』天論篇）とも主張する。すな
わち君子は人間の領域内で努力し、天に福を祈ったりしないの
で日々進歩するが、小人は人為的努力をなおざりにして天に福
を祈り続けるので、日々退歩して行くというのである。
　かくして天の事は天に任せ、人間はひたすら天に適切に対処
して富を生産する事に専念すれば、「夫れ天地の万物を生ずる
や、固より余り有りて、以て人を食うに足れり」と、自然界は
文明を維持するに足るだけの富を、有り余るほどに供給する。
富の絶対量が充分に確保されるとすれば、後に残されるのは分
配の問題だけである。孟子は人間を次のように分類した。

心を労する者は人を治め、力を労する者は人に治めらる。
人に治めらるる者は人を食い、人を治むる者は人に食わる
るは、天下の通義なり。（『孟子』滕文公上篇）

　頭脳労働に携わる者は他人を統治し、肉体労働に従事す
る者は他人に統治される。他人に統治される者は、（肉体
労働によって穀物や衣服や器物を生産して）統治階層を養
い、統治階層は（自らは肉体労働による生産活動をせずに）
肉体労働に従事する者に養われるというのが、天下の普遍
的道理なのだ。

　ここで孟子は、頭脳労働を行う統治階層（貴族）と、肉体労
働を行う被統治階層（庶民）とに、人間を大別している。したがっ
て富の配分も、統治階層たる貴族がより多く富を消費して、万
事を華麗に飾り立て、被統治階層たる庶民はより少なく富を消
費して、万事地味に生活するというものでなければならない。
そうであってこそ、礼的秩序が厳然と維持され、王朝体制も不
動のものとなるのである。
　こうした儒家の間が考え方に従えば、王公大人の奢侈・贅沢
は、単なる富の浪費ではなく、社会秩序を維持するための装置
なのであり、意義深い奢侈・贅沢だということになる。より多
く富を消費する者こそが、社会の上層部を形成して、人民を統
治する重責を負うのである。
　人間を身なりや服装だけで判断してはいけませんなどといっ
た愚かな考えは、儒家的世界では通用しない。立派な身なりを
している者は、一見して立派な人物だと判断できるのであり、
富の消費量の大小と人間の社会的地位とは、そのまま正比例す
るのである。そこで墨子のように、上は王公大人から下は庶民
に至るまで、節約に励んで質素に暮らし、勤勉に労働して富の
生産に務めるべきだなどと説くのでは、統治階層も「功を上び
て労苦し、百姓と事業を均しくし」（『荀子』富国篇）なければ
ならなくなる。それは荀子に言わせれば、「役夫の道」（『荀子』
王覇篇）、日雇い人足の流儀でしかない。
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